


３７在日韓国・朝鮮人の戦後補償について 3６ 

い
う
名
目
で
土
地
を
略
奪
し
、
産
米
増
殖
と
し
て
米
を
没
収
し
、
さ

ら
に
朝
鮮
の
人
々
を
天
皇
の
臣
民
と
す
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
皇
民

化
政
策
を
強
行
し
た
。

日
本
政
府
は
、
一
九
四
○
年
代
以
降
、
強
制
連
行
を
強
行
す
る
よ

う
に
な
る
。
一
九
三
九
年
九
月
に
は
、
厚
生
省
・
内
務
省
が
、
「
朝

鮮
人
労
務
者
内
地
移
住
に
関
す
る
件
」
と
い
う
通
達
を
出
し
、
労
働

者
と
し
て
朝
鮮
人
を
募
集
す
る
方
式
な
ど
を
定
め
た
。
文
書
の
上
で

は
募
集
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
曰
本
の
労
働

力
不
足
を
補
う
た
め
朝
鮮
の
労
働
者
を
半
ば
強
制
的
に
曰
本
へ
送
っ

た
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
に
は
、
「
朝
鮮
人
労
務
者
活
用
に
関
す
る
件
」
と
い

う
閣
議
決
定
が
出
さ
れ
、
こ
こ
で
は
日
本
政
府
が
徴
用
に
直
接
関
与

す
る
〃
官
斡
旋
方
式
〃
が
採
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
〃
官
斡
旋
方
式
〃
で
も
労
働
者
が
不
足
し
た
た
め
に
、
一

九
四
四
年
か
ら
は
〃
徴
用
方
式
〃
を
と
っ
て
強
制
的
に
労
働
者
を
連

行
し
、
曰
本
に
侵
略
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
の
人
々
が
労
働
者
と
し
て
最

前
線
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
四
四
年
か
ら

は
、
兵
隊
の
不
足
を
補
う
た
め
に
「
朝
鮮
徴
兵
令
」
が
出
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る
赤
紙
に
よ
る
徴
兵
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
募
集
方
式
、
宮
斡
旋
方
式
、
徴
用
方
式
と
そ
の
形

式
は
変
遷
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
編
し
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
横

づ
け
し
て
連
れ
て
行
く
と
い
っ
た
強
制
連
行
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

そ
れ
で
は
次
に
、
ど
の
よ
う
な
論
理
に
基
づ
い
て
在
曰
の
旧
植
民

地
出
身
者
に
対
す
る
戦
後
補
償
が
排
除
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
戦
傷
病
者
／
戦
没
者
／
遺
族
等
援
護
法
は
、
一
九
五
二
年
四

月
三
○
曰
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
が
、
四
月
一
曰
に
遡
っ
て
適
用
さ

れ
る
も
の
と
し
て
発
効
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦
前
か
ら
戦
中

に
わ
た
っ
て
曰
本
国
籍
を
強
要
さ
れ
て
き
た
旧
植
民
地
出
身
者
は
、

一
九
五
二
年
四
月
一
九
曰
に
法
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
民
事
局
長
通
達

「
一
九
五
二
／
四
／
一
九
甲
四
一
一
一
八
号
」
に
よ
っ
て
、
同
年
四
月
二

八
曰
以
降
、
曰
本
国
籍
を
喪
失
し
外
国
人
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ド
イ
ツ
の
場
合
は
、
国
内
立
法
を
制
定
し
、
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

国
民
に
つ
い
て
は
国
籍
選
択
権
を
与
え
、
ド
イ
ツ
国
民
に
な
る
の
か

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
に
な
る
の
か
を
本
人
に
選
択
さ
せ
た
の
で
あ
る

が
、
曰
本
の
場
合
は
、
一
片
の
民
事
局
長
通
達
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で

強
制
し
て
い
た
曰
本
国
籍
を
剥
奪
し
た
の
で
あ
る
。

問
題
な
の
は
、
戦
傷
病
者
／
戦
没
者
／
遺
族
等
援
護
法
は
四
月
三

○
日
か
ら
四
月
一
日
に
潮
及
し
て
適
用
さ
れ
る
法
律
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
旧
植
民
地
出
身
者
は
、
先
の
通
達
に
よ
っ
て
四
月
二
八

旧
植
民
地
出
身
者
へ
の
援
護
法
適
用
排
除
の
論
理

戦
前
、
戦
中
に
曰
本
で
制
定
・
施
行
さ
れ
て
い
た
軍
人
恩
給
制
度

は
、
軍
国
主
義
の
象
徴
で
あ
る
と
し
て
一
九
四
六
年
二
月
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
り
停
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
曰
本
が
主
権
を
回
復
し
た
一
九
五

二
年
四
月
一
一
八
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
以
降
、
曰

本
の
戦
後
補
償
制
度
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
第
一
に
戦
傷
病
者
／
戦
没
者
／
遺
族
等
援
護
法
が
制
定
さ
れ

た
。
一
九
五
一
一
年
四
月
三
○
日
公
布
、
施
行
さ
れ
、
四
月
一
日
に
遡

っ
て
適
用
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
を
は
じ
め
一
七
の
法
律
が
あ
り
、
そ

の
中
で
、
一
三
の
戦
争
犠
牲
者
援
護
の
法
律
に
は
、
国
籍
条
項
、
戸

籍
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
条
項
に
よ
っ
て
旧
植
民

地
出
身
者
を
排
除
し
て
い
る
。

現
在
、
日
本
人
の
戦
争
犠
牲
者
へ
の
援
護
法
制
度
に
対
し
て
は
、

年
間
約
二
兆
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ろ
。
し
か
し
在
曰
の
旧
植
民

地
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
台
湾
出
身
者
（
台
湾
在
住
）
へ
の
約
二
○

○
万
円
の
弔
慰
金
を
別
に
す
れ
ば
、
全
く
何
の
補
償
も
な
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

日
本
に
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
の
人
々
を
含
め
て
、
約
二
三
六
万
人

の
朝
鮮
の
人
々
が
戦
後
も
曰
本
に
在
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

曰
以
降
外
国
人
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
四
月
一
曰
か
ら
四

月
二
七
日
の
期
間
は
ま
だ
日
本
国
籍
で
あ
り
、
こ
の
法
律
の
適
用
対

象
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
籍
に
基
づ
く
排
除
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
は
援
護
法
に
あ
え
て
「
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け

な
い
者
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
法
律
を
適
用
し
な
い
」
と

い
う
附
則
二
項
を
設
け
て
き
た
。

附
則
と
い
う
も
の
は
、
法
律
の
本
則
で
は
な
く
、
い
わ
ば
手
続
規

定
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
附
則
規
定
に
よ
っ
て
、
旧
植
民
地

出
身
者
は
援
護
法
の
適
用
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
旧
植
民
地
出
身
者
は
、
曰
本
国
内
で
施
行
さ
れ
て
い
る

戸
籍
法
が
適
用
さ
れ
る
登
録
者
で
は
な
く
、
植
民
地
地
域
に
適
用
さ

れ
る
外
地
戸
籍
令
の
登
録
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
外
地
戸
籍
令
か

ら
戸
籍
法
へ
の
変
更
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
戸
籍
法

が
適
用
さ
れ
な
い
旧
植
民
地
出
身
者
の
人
々
は
、
「
当
分
」
の
間
、

援
護
法
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
援
護

法
の
適
用
か
ら
排
除
さ
れ
て
、
現
在
ま
で
四
○
年
が
経
過
し
て
い

る
。映
画
監
督
の
大
島
渚
さ
ん
は
、
一
九
六
一
年
に
「
忘
れ
ら
れ
た
皇

軍
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
製
作
し
た
が
、
こ
の
ビ
デ
オ
は
援
護
法
の
適

用
か
ら
排
除
さ
れ
た
在
曰
韓
国
人
の
人
た
ち
が
「
在
日
韓
国
人
傷
庚

軍
人
会
」
を
結
成
し
、
厚
生
省
に
対
し
て
戦
後
補
償
を
行
う
よ
う
に

日
本
の
戦
後
補
償
の
法
制
度
に
つ
い
て



冊
交
渉
を
行
っ
た
活
動
の
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
闘
い
の
中
で
厚
生
省
は
、
「
援
護
第
三
一
八
号
」

と
い
う
通
達
を
出
し
、
旧
植
民
地
出
身
者
に
対
し
「
帰
化
」
を
進
め

た
。
帰
化
す
れ
ば
、
戸
籍
法
の
適
用
対
象
と
な
る
た
め
に
、
援
護
法

の
適
用
対
象
と
も
な
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
即
ち
「
同
化
」
の
強

要
で
あ
っ
た
。
在
曰
韓
国
人
傷
震
軍
人
会
の
人
々
の
中
に
は
、
涙
を

呑
ん
で
や
む
を
得
ず
帰
化
し
た
人
も
い
ろ
。

そ
し
て
一
九
六
五
年
に
、
第
二
の
排
除
の
論
理
が
作
り
出
さ
れ

る
。
そ
れ
は
一
九
六
五
年
六
月
一
三
曰
締
結
さ
れ
た
日
韓
請
求
権
協

定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
国
政
府
は
、
こ
の
協
定

の
締
結
お
よ
び
発
効
を
も
っ
て
、
曰
本
国
と
韓
国
の
間
、
あ
る
い
は

両
国
国
民
の
間
の
財
産
、
権
利
、
利
益
及
び
請
求
権
に
つ
い
て
は
、

完
全
か
つ
最
終
的
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
今
後
、

旧
植
民
地
出
身
者
が
日
本
に
帰
化
し
て
も
、
援
護
法
を
適
用
し
な
い

と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
援
護
法
の
戸
籍
条
項
は
、
憲
法
第
一
四
条
の
「
法
の
下
の
平
等
」

に
違
反
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
国
際
人
権
規
約
Ｂ
規
約
二
六
条
に
定

め
ら
れ
て
い
ろ
「
法
の
下
の
平
等
」
に
も
違
反
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
大
阪
地
方
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
大
前
提
と
な
る
争
点
を
問

題
と
せ
ず
に
、
訴
訟
を
受
理
し
、
直
接
実
質
審
理
に
入
っ
て
い
る
。

裁
判
を
起
こ
す
に
当
た
っ
て
は
、
補
償
請
求
額
を
計
算
す
る
必
要

が
あ
る
。
曰
本
の
援
護
法
で
は
、
第
一
か
ら
第
一
○
ま
で
障
害
の
程

度
と
補
償
額
が
分
け
ら
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
戦
争
負
傷
者
一
人
の

経
済
補
償
額
は
、
鄭
さ
ん
の
場
合
と
同
じ
第
三
項
症
で
あ
れ
ば
、
一

九
九
一
年
一
年
間
で
三
四
五
万
円
で
あ
る
。

こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
一
九
五
二
年
当
時
の
年
間
約
四
万
円
か

て
ら
計
算
し
て
み
る
と
、
一
九
九
一
年
ま
で
で
五
千
万
円
弱
と
な
る
。

１
 

列
平
均
余
命
の
年
ま
で
だ
と
約
八
千
万
円
と
な
る
。
し
か
し
旧
植
民
地

脚
出
身
者
に
対
し
て
は
全
く
補
償
さ
れ
て
い
な
い
。

補
わ
れ
わ
れ
の
主
張
の
第
一
点
は
、
援
護
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
国

難
籍
条
項
及
び
戸
籍
条
項
が
、
憲
法
第
一
四
条
の
「
法
の
下
の
平
等
」

の人
及
び
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
二
六
条
の
「
内
外
人
平
等
原
則
」
に
違
反

鮒
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
鄭
さ
ん
た
ち
は
日

勵
本
の
帝
国
海
軍
に
強
制
的
に
徴
用
さ
れ
、
軍
務
に
服
し
、
そ
こ
で
負

醗
傷
し
た
の
で
あ
る
が
、
負
傷
し
た
当
時
、
日
本
の
軍
隊
の
軍
務
に
服

在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
あ
る
。

釦
つ
ま
り
、
援
護
法
の
趣
旨
は
、
戦
死
傷
者
を
国
家
補
償
の
精
神
か

そ
の
よ
う
な
中
で
も
鄭
さ
ん
は
、
大
阪
府
や
厚
生
省
に
対
し
て
援

護
法
の
適
用
を
求
め
る
闘
い
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
全
て
拒

否
さ
れ
て
、
鄭
さ
ん
自
身
も
半
ば
諦
め
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
一
九
九
○
年
に
韓
国
の
一
三
名
の
方
が
、
戦
後
補
償
を
求
め
て

！ 

裁
判
請
求
の
内
容

､Ｉ 
曰
本
の
裁
判
所
に
提
訴
す
る
と
い
う
出
来
事
が
お
き
た
。
こ
の
事
実

を
受
け
て
、
鄭
さ
ん
も
裁
判
に
訴
え
て
で
も
闘
う
決
意
を
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
鄭
さ
ん
の
裁
判
に
お
い
て
大
き
く
二
つ
の
点

に
つ
い
て
請
求
し
て
い
ろ
。
第
一
点
は
、
旧
植
民
地
出
身
者
は
戸
籍

法
に
よ
っ
て
援
護
法
の
適
用
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
が
、
鄭
さ

ん
は
援
護
法
に
基
づ
く
軍
人
軍
属
と
し
て
、
援
護
法
の
援
護
を
受
け

る
地
位
に
あ
る
と
い
う
地
位
の
確
認
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
援
護
法

の
適
用
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
に
対

す
る
損
害
賠
償
の
請
求
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
国
は
不
服
審
査
前
置
主
義
の
立
場
を
と
り
、
ま
ず

援
護
法
に
基
づ
い
て
厚
生
省
に
対
し
て
補
償
申
請
を
行
い
、
そ
れ
が

却
下
さ
れ
れ
ば
異
議
申
し
立
て
の
手
続
き
を
採
り
、
さ
ら
に
却
下
処

分
の
取
消
請
求
と
い
う
手
続
き
を
採
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
採
る
こ
と
な
く
、
直
接
裁
判
に
訴
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
も
と
も
と
戸
籍
条
項
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ

て
お
り
、
補
償
申
請
や
異
議
申
し
立
て
を
行
っ
て
も
却
下
さ
れ
る
こ

と
が
明
白
で
あ
る
場
合
に
、
こ
う
し
た
手
続
き
を
踏
ま
な
け
れ
ば
訴

訟
を
起
こ
せ
な
い
と
い
う
の
は
不
当
で
あ
り
裁
判
を
受
け
る
権
利
を

侵
害
す
る
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
し
て
や
、
わ
れ
わ
れ
は
、
憲
法
訴
訟
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ら
援
助
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
国
籍
は
本
来
関
係

な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
国
籍
条
項
や
戸
籍
条
項
を
持
ち
込
ん
で
援

護
法
の
適
用
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
、
「
法
の
下
の
平
等
」
に
違
反

す
る
と
い
う
こ
と
が
、
主
張
の
理
由
で
あ
る
。

主
張
の
第
二
点
は
、
鄭
さ
ん
た
ち
が
お
か
れ
て
き
た
地
位
・
身
分

の
問
題
で
あ
る
。
鄭
さ
ん
た
ち
は
旧
植
民
地
出
身
者
で
、
日
本
の
植

民
地
支
配
の
下
で
曰
本
に
強
制
的
に
連
行
・
徴
用
さ
れ
、
曰
本
国
籍

を
強
要
さ
れ
た
人
々
で
あ
り
、
戦
後
は
一
片
の
通
達
に
よ
っ
て
一
方

的
に
曰
本
国
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
外
国
人
と
見
な
さ
れ
た
人
々
だ
と
い

う
事
実
で
あ
る
。

主
張
の
第
三
点
は
、
強
制
徴
用
さ
れ
た
朝
鮮
・
台
湾
の
人
々
の
う

ち
、
敗
戦
後
軍
事
法
廷
で
Ｂ
・
Ｃ
級
戦
犯
と
さ
れ
た
人
達
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
Ｂ
・
Ｃ
級
戦
犯
と
さ
れ
た
人
々
の
多
く
は
、
軍
人
・

軍
属
の
う
ち
捕
虜
の
監
視
員
と
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
の
多

く
は
ア
ジ
ア
各
地
で
連
合
軍
兵
士
の
捕
虜
の
監
視
を
行
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
捕
虜
に
課
さ
れ
る
労
働
の
監
視
も
行

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
後
、
東
京
の
軍
事
法
廷
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
各
地
で
軍
事

法
廷
が
開
廷
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
の
人
た
ち
の
う
ち
二
一
一
一
名
が

曰
。
ｃ
級
戦
犯
の
補
償
問
題
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も
排
除
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
国
内
の
戦
後
補
償
立
法
か
ら
も
排
除
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
在
日
の
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、

何
も
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
曰
韓
請
求
権
協
定
に
関
わ
る
曰
本
政
府
の
主
張
は
国
際
法

に
適
合
し
て
い
な
い
。
国
家
が
放
棄
で
き
る
も
の
は
、
国
家
が
有
す

る
外
交
保
護
権
だ
け
で
あ
り
、
個
人
が
も
つ
個
人
の
請
求
権
を
国
家

が
勝
手
に
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
国
際
法
上
異

論
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
、
日
本
国
政
府
は
当
初
明
確
な
回
答
を

避
け
て
い
た
が
、
一
九
九
二
年
一
一
月
二
六
曰
政
府
は
、
第
五
回
口
頭

弁
論
で
こ
う
述
べ
て
い
ろ
。
「
援
護
法
の
国
籍
及
び
戸
籍
条
項
は
、

て
憲
法
第
一
四
条
に
違
反
し
な
い
。
そ
の
根
拠
は
以
下
の
二
点
に
あ

、到
る
。
第
一
に
、
援
護
法
の
社
会
保
障
的
性
格
か
ら
、
誰
に
対
し
て
ど

隊
の
よ
う
な
補
償
を
行
う
か
は
当
該
国
の
立
法
政
策
上
の
権
限
で
あ

繩
り
、
そ
の
責
任
は
、
そ
の
国
民
の
所
属
国
に
あ
る
。
し
か
も
そ
の
予

戦
算
は
全
額
国
庫
負
担
で
あ
り
、
そ
の
予
算
を
外
国
人
に
使
う
わ
け
に

の人
は
い
か
な
い
。

榊
第
二
に
、
日
本
軍
の
戦
死
傷
者
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
争
損
害

国
の
一
部
で
あ
り
、
国
民
全
て
が
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

鵬
あ
る
。
そ
し
て
国
が
そ
の
損
害
を
補
償
す
る
か
ど
う
か
は
、
範
囲
、

在
程
度
も
含
め
て
き
わ
め
て
高
度
な
政
策
的
判
断
で
あ
る
。

虹
さ
ら
に
、
一
九
五
二
年
当
時
に
は
、
日
本
政
府
と
韓
国
政
府
と
の

死
刑
、
一
二
名
が
終
身
刑
の
判
決
を
受
け
、
総
計
一
四
八
名
の
人
た

ち
が
Ｂ
・
Ｃ
級
戦
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
、
曰
本
が
主
権
を
回
復
し
た
一
九
五
二
年
四
月
二
八

日
以
降
も
、
一
九
五
六
年
頃
ま
で
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
を
巣
鴨
刑
務

所
に
収
容
し
て
い
る
。
本
来
、
日
本
が
主
権
を
回
復
す
れ
ば
、
外
国

人
で
あ
る
朝
鮮
半
島
出
身
の
戦
犯
に
つ
い
て
は
、
刑
の
執
行
権
は
日

本
政
府
に
は
な
く
、
韓
国
政
府
等
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
ず
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
曰
本
政
府
は
、
刑
が
課
さ
れ
た
当
時
、
日
本

国
籍
を
持
つ
者
で
あ
れ
ば
、
一
九
五
二
年
の
日
本
の
主
権
回
復
後

も
、
刑
の
執
行
義
務
が
日
本
政
府
に
あ
る
と
主
張
し
、
引
続
き
巣
鴨

刑
務
所
に
彼
ら
を
収
容
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
日
本
政
府
は
、
刑
を
課
す
上
で
は
国
籍
は
関
係
な
い
が
、

援
護
法
を
適
用
し
戦
後
補
償
を
行
う
上
で
は
国
籍
（
戸
籍
）
で
区
別

し
、
日
本
国
籍
（
戸
籍
）
を
持
た
な
い
者
は
適
用
対
象
か
ら
排
除
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
旧
植
民
地
出
身
者
を
外
国
人
と
見
な
す
立
場

を
取
り
、
刑
を
課
す
け
れ
ど
も
、
補
償
は
し
な
い
と
い
う
こ
の
矛
盾

し
た
政
策
は
、
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
わ

れ
わ
れ
の
第
三
の
主
張
で
あ
る
。

三
つ
の
補
償
の
適
用
外
に

一
九
六
五
年
に
曰
韓
請
求
権
協
定
を
締
結
す
る
際
に
、
曰
本
政
府

は
有
償
二
億
ド
ル
、
無
償
三
億
ド
ル
、
合
計
五
億
ド
ル
の
資
金
を
拠

出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
補
償
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
経
済
協
力
と
い

う
名
目
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
曰
本
政
府
は
、

曰
韓
の
戦
後
補
償
問
題
は
完
全
か
つ
最
終
的
に
解
決
し
た
と
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
曰
本
が
拠
出
し
た
五
億
ド
ル
の
お
金

が
、
韓
国
国
内
で
ど
の
様
に
使
わ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
韓

国
政
府
は
、
一
九
七
一
年
に
国
内
で
「
対
曰
民
間
請
求
権
申
告
法
」

を
制
定
し
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
お
よ
そ
八
、
五
○
○
名
の
戦
死

者
に
つ
い
て
の
み
、
一
人
当
り
三
○
万
ウ
ォ
ン
の
補
償
は
し
て
い
る

が
、
戦
傷
者
に
つ
い
て
は
一
切
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
法

律
は
、
明
文
で
在
曰
韓
国
人
を
適
用
対
象
外
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
曰
韓
請
求
権
協
定
二
条
二
項
何
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
曰
韓
請
求
権
協
定
の
効
果
を
及
ぼ
さ
な

い
と
し
て
お
り
、
「
完
全
か
つ
最
終
的
」
な
解
決
の
外
側
に
置
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
曰
本
政
府
も
在
外
財
産
に
関
わ
る
措
置
法
を
制
定
し
、

日
本
に
あ
る
韓
国
人
の
財
産
お
よ
び
韓
国
に
あ
る
日
本
人
の
財
産
に

つ
い
て
、
日
本
政
府
は
そ
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
を
定
め
た
が
、

そ
こ
で
も
在
日
の
人
た
ち
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
在
曰
韓
国
・
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
、

曰
韓
請
求
権
協
定
か
ら
も
排
除
さ
れ
、
韓
国
国
内
の
補
償
立
法
か
ら

こ
れ
ら
の
政
府
の
見
解
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
五
月
六
日
の
第

六
回
口
頭
弁
論
で
反
論
を
展
開
し
た
結
果
、
政
府
は
二
つ
の
事
実
を

認
め
た
。
第
一
点
は
、
個
人
の
請
求
権
は
国
家
に
よ
っ
て
放
棄
で
き

な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
旧
植
民
地
出
身
者
は
、
曰

韓
請
求
権
協
定
及
び
、
韓
国
国
内
法
、
さ
ら
に
は
日
本
措
置
法
も
適

用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
援

護
法
は
高
度
な
立
法
政
策
判
断
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
外
交
交
渉
の

可
能
性
の
問
題
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
ろ
。

こ
の
点
に
関
す
る
私
達
の
反
論
と
し
て
は
、
第
一
に
、
曰
本
政
府

は
一
九
八
二
年
、
難
民
条
約
に
批
准
し
、
こ
の
過
程
で
国
民
年
金
等

の
国
籍
条
項
を
撤
廃
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
第
二
に
、
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
は
居
住
に
基
づ
く
納
税
義
務
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
税
金
を
外
国
人
に
は
使
え
な
い
と
す
る
の
は
、
違
法
・

不
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
政
府
は
、
今
回
の
戦
争
犠
牲
は
国
民
が
受
認
し
な
い
と

間
で
外
交
交
渉
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
際
人
権
規
約
Ｂ
規
約
二
六
条
に
関
し
て
曰
本
政
府

は
、
援
護
法
の
国
籍
・
戸
籍
条
項
は
合
理
的
差
異
の
一
つ
で
あ
る
と

し
た
。

日
本
政
府
に
は
補
償
義
務
が
あ
る
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最
後
に
、
戦
後
補
償
政
策
に
関
す
る
各
国
の
対
応
を
見
て
お
き
た

い
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
は

い
ず
れ
も
外
国
人
元
兵
士
に
ほ
ぼ
同
等
の
一
時
金
や
年
金
を
補
償
し

て
い
ろ
。
一
切
支
給
し
て
い
な
い
の
は
曰
本
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
曰
系
人
強
制
収
容

者
に
対
し
て
、
一
九
八
八
年
に
市
民
自
由
法
と
い
う
法
律
を
つ
く
り
、

い
け
な
い
犠
牲
、
一
般
損
害
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

一
般
的
損
害
と
旧
植
民
地
出
身
者
が
補
償
を
求
め
て
い
る
損
害
と
は

性
格
が
異
な
る
の
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
彼
ら
は
植
民
地
支
配
の

下
で
強
制
徴
用
に
よ
っ
て
軍
務
に
服
し
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
曰
本

人
以
上
に
手
厚
い
保
護
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
に
は
、
政
府
が
外
交
交
渉
を
理
由
に
し
て
附
則
二
項
を
設

け
、
「
当
分
の
間
」
援
護
法
の
適
用
を
停
止
す
る
と
し
て
、
既
に
四

○
年
が
経
過
し
て
お
り
、
も
は
や
本
則
に
戻
っ
て
補
償
す
る
べ
き
で

あ
る
。
韓
国
政
府
と
の
外
交
交
渉
の
可
能
性
は
、
日
韓
請
求
権
協
定

が
締
結
さ
れ
た
一
九
六
五
年
で
終
了
し
て
お
り
、
旧
植
民
地
出
身
者

が
い
か
な
る
補
償
か
ら
も
適
用
外
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

以
上
、
本
則
に
戻
っ
て
補
償
す
べ
き
で
あ
る
。

Ｂ
規
約
二
六
条
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
内
外
人
平
等
に
も
例
外

が
あ
っ
て
槌
合
法
的
な
差
異
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
九
年
四
月
一
一
一
曰
第
三
五
回

会
期
の
規
約
人
権
委
員
会
で
は
、
セ
ネ
ガ
ル
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の

元
軍
人
セ
イ
ネ
さ
ん
以
下
、
七
四
二
名
が
フ
ラ
ン
ス
人
と
セ
ネ
ガ
ル

人
の
軍
人
年
金
に
差
が
あ
る
こ
と
は
Ｂ
規
約
二
六
条
に
違
反
で
あ
る

と
、
選
択
議
定
書
に
基
づ
い
て
提
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
以
下
の

採
択
見
解
を
述
べ
て
い
ろ
。

提
訴
理
由
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
す
る
年
金
額
は
ス
ラ
イ
ド
制
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ネ
ガ
ル
人
に
対
す
る
年
金
額
は
固
定
ざ

い
と
判
断
し
て
い
る
。

し
か
し
園
部
裁
判
官
は
、
そ
の
少
数
意
見
に
お
い
て
「
台
湾
政
府

と
の
間
で
の
特
別
取
決
の
可
能
性
を
予
定
し
て
国
籍
条
項
を
設
け
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
取
決
を
行
う
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
、

こ
の
国
籍
条
項
が
憲
法
第
一
四
条
に
定
め
る
法
の
下
の
平
等
原
則
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
率
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
高
度
に
政
策
的
な
問
題
で
あ
り
、
最

終
的
に
は
立
法
が
解
決
す
る
べ
き
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
判
断
を
司
法
消
極
主
義
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
場
面
に
お
い
て
こ
そ
、
司
法
は
人
権
を
守
る
た
め
に
積
極
的

な
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
園
部
少
数
意
見

は
、
国
籍
条
項
や
戸
籍
条
項
に
よ
る
排
除
が
、
平
等
原
則
に
反
す
る

〃

こ
と
を
認
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
き
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

戦
後
補
償
に
お
け
る
国
際
事
例

大
統
領
に
よ
る
公
式
謝
罪
と
、
生
存
者
約
七
万
人
に
対
し
、
一
人
当

り
二
万
ド
ル
を
補
償
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
も
一
九
八
八
年
に
、
生
存

者
約
一
万
四
千
人
に
対
し
て
同
様
の
補
償
と
謝
罪
を
行
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
五
○
年
連
邦
援
護
法
を
制
定
し
、
対

象
は
、
戦
争
犠
牲
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
身
分
、
国
籍
、
居
住
地
に
関

係
な
く
援
護
を
続
け
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、
国
の
補
償
だ
け
で

は
な
く
、
企
業
も
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

現
在
、
日
本
の
法
廷
で
は
、
Ｂ
・
Ｃ
級
戦
犯
の
裁
判
、
従
軍
慰
安

婦
の
裁
判
、
鄭
さ
ん
の
裁
判
な
ど
が
、
地
裁
で
争
わ
れ
て
い
る
。
Ｂ

・
ｃ
級
戦
犯
や
従
軍
慰
安
婦
の
裁
判
は
、
関
係
す
る
国
内
法
が
ど
こ

に
も
な
く
、
困
難
な
裁
判
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
の
条
理
か
ら
も
っ

て
い
く
か
、
あ
る
い
は
一
ニ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
裁
判
の
よ
う
に
人
道
に

対
す
る
罪
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
罪
が
国
際
慣
習
法
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
も
っ
て
い
く
し
か
方
法
は
な
い
。

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
従
軍
慰
安
婦
の
人
々
が
、
実
態
調
査

を
行
い
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ろ
。
こ
の
闘
い
は
、
台
湾
、
中

国
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
各
地
に
及
ん
で
い
る
。

曰
本
の
誇
り
得
る
憲
法
第
九
条
は
、
ア
ジ
ア
の
人
々
の
血
の
叫
び

の
中
で
私
た
ち
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
規
範
で
あ
る
。
戦
争
責
任
と
戦

後
補
償
を
誠
実
に
し
な
い
限
り
、
国
際
貢
献
、
国
際
化
と
叫
ん
で
み

て
も
、
本
当
の
信
頼
と
い
う
も
の
は
得
ら
れ
な
い
。
ま
ず
、
戦
後
補

償
を
完
全
に
実
施
し
、
さ
ら
に
人
権
保
障
を
よ
り
具
体
化
す
る
こ
と

れ
て
い
る
こ
と
は
平
等
原
則
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
審

理
の
結
果
、
年
金
額
に
差
を
も
う
け
る
こ
と
は
Ｂ
規
約
二
六
条
違
反

で
あ
り
、
年
金
支
給
の
根
拠
は
軍
務
を
提
供
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
、

フ
ラ
ン
ス
人
も
セ
ネ
ガ
ル
人
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
採
択
見
解
が
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
断
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
政
府
の
対
応
は
、
国
際

的
な
人
権
基
準
と
比
し
て
不
条
理
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
関
連
事
項
と
し
て
、
最
近
、
最
高
裁
で
台
湾
人
の
元
軍
属
に

対
す
る
同
様
な
判
決
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
高
裁
は
、
援
護
法
の
戸

籍
条
項
は
憲
法
第
一
四
条
に
違
反
し
な
い
と
い
う
判
決
を
出
し
た
。

し
か
し
前
審
の
東
京
高
裁
は
、
「
控
訴
人
ら
が
日
本
人
と
比
較
し
て

著
し
い
不
利
益
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
予
想

さ
れ
る
外
交
上
、
財
政
上
の
困
難
を
超
克
し
て
、
早
急
に
不
利
益
を

払
拭
し
、
国
際
信
用
を
高
め
る
よ
う
に
尽
力
す
る
こ
と
が
、
国
政
関

与
者
に
対
す
る
期
待
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
高
裁
判
決
の
影
響
に
よ
っ
て
で
き
た
法
律
が
、
「
台
湾
住
民

で
あ
る
戦
没
者
の
遺
族
等
に
対
す
る
弔
慰
金
等
に
関
す
る
法
律
」
で

あ
る
。

し
か
し
最
高
裁
判
所
は
依
然
と
し
て
、
国
籍
条
項
は
高
度
な
政
治

的
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
最
終
的
に
は
立
法
が
解
決
す
る
べ
き
、
と

す
る
司
法
消
極
的
主
義
の
立
場
を
取
っ
て
い
ろ
。
ま
た
、
こ
の
最
高

裁
判
決
で
は
、
曰
本
国
憲
法
第
一
四
条
は
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
法
で

あ
り
、
そ
れ
を
戦
前
・
戦
中
に
遡
及
し
て
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な






